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インターバンクの声 （2014 年 12 月 1 日） 
 

１１月の最終営業日となった２９日のニューヨーク市場は、感謝祭明けと週

末を控えて本格的取引の再稼働には不向きな一日だったはずだ。しかも株式

と債券市場は午前中だけの取引に限られ、為替市場にも大きな波乱は起きそ

うにもなかった。ところが、市場では、前日来の石油輸出国機構（OPEC）総

会での原油生産高の据え置き決定による原油相場の下落による影響が大きく、

米国に対しては原油安が経済の押し上げを、日本やユーロ圏に対しては物価

の押し下げ材料になるとの思惑に円安とユーロ安が薄商いの中で進行したの

だ。気が付けばドル円は２０日以来の１１９円に再接近、ユーロ・ドルも７

日以来となる１．２３ドル台半ば近くへ下落した。１２月に入り今週は早速、

米雇用統計の発表が金曜日に控え、その前日には欧州中央銀行（ECB）理事会

が開催されるとあって、円もユーロも久しぶりの新値に突入するには絶好の

環境が整っている。 
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